
2024 オフィシャル ソフトボール ルール 改正点

P33　ルール２ 

２－４項　ダブルベース 

〔一塁側ファウル地域略図〕 

※改正理由（修正理由） 

　掲載ページ数に誤表示があ

ったため、正しい掲載ページを

表示した。 

P27　ルール２ 

２－１項　競技場の諸条件 

※改正理由（修正理由） 

　ルール改正ではないが、新た

な球場建設等の際、誤解を招く

ことがないよう、国際規格に関し

て明記することとした。　

P27　ルール２ 

２－３項　競技場の諸条件 

 

※改正理由（修正理由） 

　令和４年度 第８回理事会で

総務委員会提案事項として、小

学生の投球距離が、現行の

10.67mから 12.19mに変更す

ることが承認され、２０２４年度の

ルールブックで改正を「予告」

し、周知徹底と準備期間を設け

た上で、２０２５年にルール改正

を行い、「完全実施」するものと

する。

掲載ページ数の誤り（誤表示）を修正
P32

１

　 　　 新設球場においては本塁から外野フェンスまでの距離は 76.20m 

            以上の国際規格対応が望ましい。 

　　　　　　 また、競技種別においては男子 76.20m以上、女子 67.06m以上 

            で設定できる球場・グラウンドを使用することが望ましい。

　  （注３）小学生の投球距離については、2025年度から現行の 10.67mから 12.19m 

                 に改正される。



２

P37　ルール３ 

３－３項　グラブとミット 

※改正理由（修正理由） 

　３－３項１．に、ＷＢＳＣ（世界野

球ソフトボール連盟）のルール

には記載のある「ミット」の定義

がＪＳＡルールにはなかったた

め、定義の文章を追加した。　

P38　ルール３ 

３－４項　靴（シューズ） 

※改正理由（修正理由） 

　ＷＢＳＣ（世界野球ソフトボー

ル連盟）のルールがすでに改

正されており、ジュニアカテゴリ

ーでも金属製スパイクの使用

が認められているため、（注１）

の文章を削除した。

ミットとは親指部分以外がま
とまった形状のグラブのことである。

（注）

（注１）を削除



P53　ルール４ 

４－10項　代替プレイヤー 

〈効果〉の修正 

〈効果〉９→〈効果〉10項に修正 

※改正理由（修正理由） 

　頭部外傷を含めたことで、「出

血しているかどうか」だけが、代

替プレイヤー使用の要件では

なくなったため、「出血」という表

現を削除した。 

　また、９．のみの〈効果〉ではな

く、10項全体にかかる〈効果〉と

なるため、適用を９.のみから 10

項全体へと広げた。

３

出血のため を 削除

10項

P52～53　ルール４ 

４－10項　代替プレイヤー 

10．及び（注）の新設 

※改正理由（修正理由） 

　頭部への死球や頭部・頸部

に送球・打球が当たった場合、

打撃時・走塁時・守備時のいか

なる場面であっても、そのような

プレイがあったときには、外見

上、出血が認められなくても、代

替プレイヤールールを適用す

ることができるものとし、４－10

項に 10．を新設し、（注）を設け、

頭部外傷に関する説明文を加

えた。

　 10.頭部外傷（死球時、送球時、走塁時、守備時、いかなる場合で 

　　　　あっても）が発生した場合、代替プレイヤーを使用することがで 

　　　　きる。 

　　　(注）頭部外傷とは、頭部・頸部に外圧が加わって損傷が起こることをいう。 



４

P57～58　ルール５ 

５－６項　タイブレーク 

〈効果〉６項 に 追記 

走者が得点した場合のアピー

ル権の消滅について明記 

※改正理由（修正理由） 

　他のアピールプレイとアピー

ル権消滅のタイミングが異なる

ため、「違反した走者が得点す

ると守備側のアピール権は消

滅する」ことを明記した。 

　「第１回女子Ｕ15ワールドカッ

プ」開催時に、ＷＢＳＣ（世界野

球ソフトボール連盟）審判長に

上記について確認が取れたた

め、それを今回のルール改正案

に盛り込んだ。

違反した走者が得点すると守備側のアピー

 ル権は消滅する。守備側がアピールする前に、攻撃側が正しい

 選手に交代させた場合は、ペナルティはない。

P55　ルール５ 

５－３項　正式な試合 

３．コールドゲーム（打ち切り試合） 

（１）の（注）を修正 

※改正理由（修正理由） 

　当該球審→担当球審 に修正。 

　他の項目・ページでも「当該

審判員」の表現を「担当審判

員」を修正しているため、ここで

も「当該球審」を「担当球審」に

文章表現を修正した。

担当

P56　ルール５ 

５－３項　正式な試合 

５．サスペンデッドゲーム 

（注）を修正 

※改正理由（修正理由） 

　当該球審→担当球審 に修正。 

　他の項目・ページでも「当該

審判員」の表現を「担当審判

員」を修正しているため、ここで

も「当該球審」を「担当球審」に

文章表現を修正した。

担当



５

P58～59　ルール５ 

５－８項　打ち合わせ 

（チャージドカンファレンス） 

２．守備側の打ち合わせ 

「監督が」の文言を削除 

※改正理由（修正理由） 

　ルール条文（本文）に、守備側

の打ち合わせは、監督またはコ

ーチが「タイム」を要求して～と

明記してあるため、「監督が」の

文言を削除し、簡素化した。

削除

P101　ルール８ 

８－６項　走者アウト 

14．（注３）の文章表現修正 

※改正理由（修正理由） 

　四球で出塁した際、自打球を

防止するためのプロテクター

（フットガード）等を、一塁の３～４

ｍ手前で外し、そこから突然走

り出すような行為が増えている

ため、それを防止することを目

的に文章表現を改めた。

に達する前

P104　ルール８ 

８－６項　走者アウト 

〈効果〉21～24 （３） ２）　の修

正 

※改正理由（修正理由） 

　当該審判員→担当審判員 

 に修正。 

　他の項目・ページでも「当該

審判員」の表現を「担当審判

員」を修正しているため、ここで

も「当該審判員」を「担当審判

員」に文章表現を修正した。

担当審判員



P127　ルール 12　記録 

12－16項　勝利投手 

２．の条文を修正 

※改正理由（修正理由） 

　来年２月に発行予定のスコア

リングマニュアル第５版に勝利

投手についての修正を行う予

定である。これは、ＷＢＳＣ（世界

野球ソフトボール連盟）の「スコ

アリングマニュアル」に添った

内容の改訂であるが、ルールブ

ックとの整合性が欠けるため、こ

ちらも国際ルールに合わせた

内容に修正を行う。併せて、１．の

「タイ」（Tie）を「同点」、「ビハイ

ンド」（Behind）を「逆転」に文章

表現を修正し、２．の条文と表現

を統一した。

次のイニングで試合が終了した場合、交代するときに

同点

逆転されることなく、そのリードを維持されたとき。

自チームがリードしており、そののち、同点または逆転されることなく、

そのリードが維持されたとき。

（１）６回で終了した試合では少なくとも４回まで投球を完了。

（２）４回または５回で終了した試合では少なくとも３回まで投球を完了。

（３）３回で終了した試合では少なくとも２回まで投球を完了。

６


